総合人文科学研究センター研究部門
「信頼社会」研究
2016年度第2回研究会の報告
日時：2015年6月11日（土）14時から17時
会場：戸山キャンパス33号館6階、第11会議室
　このたび開催された「信頼社会」研究の2016年度第2回研究会では、参加者約20名とともに、二つの話題提供と質疑が行なわれた。話題提供者は、藤野京子先生（本学教授）と堀内正規先生（本学教授）である。
藤野京子先生（本学教授）「女性犯罪者の心」のまとめ

犯罪行為は、きまりを守ることを前提に構築されている社会の仕組みを揺るがすものであるが、その実情について犯罪者に心理臨床家として関わる者の視点から紹介した。犯罪の動機には、①獲得欲求を満たすため、②犯罪をしている最中に感じられる自己刺激欲求を満たすため、③現状からの逃避・回避の手立て、④他者の関心を引くため、など多様であること、また犯罪リスクのとらえ方については、①バレない、②その犯罪行為が最優先事項である、③自棄的でどうなろうとも構わないととらえている、④視野が狭まって大局的に考えられない、等であることを解説の上、女性窃盗犯の事例を取り上げ、事件に至るまでの生活歴、事件についてのとらえ方について紹介した。そして、犯罪行為に至っても、発覚しない段階でその行為に対して負の気持ちになるとは限らないこと、また発覚して以降もその行為に自身がしっかりと向き合うとは限らないこと、受刑の経験が社会復帰後の生活改善に向けての意欲や自信の喚起につながりがたい現実について紹介した。（藤野先生記）
堀内正規先生（本学教授）「和合亮一における二人称『あなた』の構造」のまとめ

　東日本大震災直後、ツィッターで『詩の礫』を書き始めた詩人和合亮一は、自らも福島の被災者であり、震災後最も注目を集め続けている詩人である。ツィッターは直接読み手に呼びかけることを構造的に含みこんだ媒体であるが、それだけでなく、和合はこれ以後、多作の詩作において、しばしば「あなた」という二人称を大胆に用いてきた。それは基本的には大震災の被災者に向けられた「あなた」であったと受けとめられる。彼の最新詩集『昨日ヨリモ優シクナリタイ』（徳間書店、2016年3月）の冒頭に序のように置かれた詩「もしもし」を読むと、ここでは「あなた」は特定の個を越えた＝はみ出たふくらみを持っていることがわかる。読者は、ここで登場する二人称「あなた」が、パラグラフごとに異なり、なおかつ通常の意味で「人間」ではないもの、故人の霊、あるいはもっと大きな対象である可能性さえ帯びていることに気づくだろう。『詩の礫』で始まる表現「僕はあなたです。あなたは僕です。」はその後形を変えて複数の詩集に現れる。ほんとうは「わたし」は「あなた」ではなく、そこには差異の消去とでも呼ぶべきものがあるわけだが、被災した体験を共有するという意味で、「あなたはわたしです。わたしはあなたです。」と言い得る場所は、詩において存在する。このとき、被災者でない読者は、この「私たち」に入ることはできず、いわば「彼ら」になってしまう可能性を持つことになる。『詩の邂逅』のⅣの「２」と「３」の詩は、この点で和合が次のステップへ行く重要な構造を持っている。そこでは、ある（特定の）被災者（あなた）に寄り添いつつ、その被災者の想いとして、「地球」や「宇宙」が「あなた」と呼びかけられている。そこから特定の被災者を引いたとき、詩の中に人間を越えたものが「あなた」と呼びかけられる可能性が現れる。
　『昨日ヨリモ』に戻れば、ここではまず、孤独な被災者が或る共同性を持っていることが確認される（「孤独へと群れよ」という詩句）。詩「夜空」および「あなたと」において、銀河鉄道のような列車の駅で待ち合わせる「わたしとあなた」、駅で「あなたを待っている」「わたし」、という構造が読みとられる。そこでは「駅」（という場＝トポス）が〈詩〉なのである。読むことで、読むたびに、読者は詩人にとっての「あなた」として、詩人（「わたし」）と出会う。それは読者を詩人が「あなた」として迎え入れる行為であり、そこに和合独特の二人称的関係における〈歓待〉（hospitality）の態度が存在する。それは一回性の、その都度のできごととして在り、それが「つながって、一つの今日になる」ことの意味である。ここにかりに〈できごととしての信頼〉が在るならば、それは必ず書き手と読み手という〈個〉の通路を通る。しかし「ことば」というものの「つながる」構造は、「あなた」を被災者に限定することをしない。「もしもし」のように、「あなた」においては誰でも入れ替わる（人でも地球でも宇宙でも）ことが可能になっている。詩「ささやき」は愛する者を喪った人みなが「あなた」になり得る詩であるし、それは「恋愛」や「本棚」といった詩にも言える。詩「磨く」における「あなたは一人だ／あなたも一人だ」の二行は、読者が孤独な「一人」であることを消去することなく、「一人」である者が他の読者でもあり得ることを見通している。読者は詩人に招き入れられて詩の「あなた」になることも、また詩の「わたし」になることもある。それが「わたしはあなたです。あなたはわたしです。」の、hospitalityの構造だ。（堀内先生記）
　次回の研究会は、10月15日（土）、33号館第11会議室において開催される。当日は、松永美穂先生（本学教授）と森由利亜先生（本学教授）に話題提供をいただいて議論を行う予定である。（報告書とりまとめ：御子柴善之）
